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ターボは精密だが壊れにくい
トラブルは小まめな日常点検で防げる

　

タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
は
頑
丈

だ
が
、
い
か
に
そ
れ
自
体
が
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
謳
っ
て
い
て

も
、
エ
ン
ジ
ン
の
状
態
や
日
頃
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
は
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

す
可
能
性
も
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

日
常
点
検
を
小
ま
め
に
行
な
っ
て

い
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
は
防
げ
る
と

い
う
こ
と
。

　

オ
イ
ル
な
ど
の
定
期
交
換
は
も

ち
ろ
ん
、
運
行
時
に
余
裕
が
あ
れ

ば
エ
ン
ジ
ン
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
や

異
音
、白
煙
な
ど
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
く
と
い
い
。
ま
た
定
期

点
検
や
車
検
な
ど
、
整
備
の
プ
ロ

に
お
願
い
で
き
る
と
き
は
、
イ
ン

タ
ー
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
普
段
な
か

な
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
部
分
も

併
せ
て
点
検
し
て
も
ら
え
ば
安
心

だ
。

　

何
か
違
和
感
が
あ
る
場
合
は
、

タ
ー
ボ
に
限
ら
ず
、
ご
ま
か
さ
な

い
で
ほ
し
い
。
タ
ー
ボ
が
壊
れ
る

と
、
エ
ン
ジ
ン
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
か
ら
、
早
め
の
対
処

を
心
が
け
た
い
。

リ
ビ
ル
ト
タ
ー
ボ
を
出
荷
し
て
、
同
じ
不

具
合
が
出
る
こ
と
を
「
再
発
不
具
合
」
と

い
う
そ
う
だ
。
再
発
不
具
合
は
日
常
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
解
決
可
能
だ

東京都大田区にある国内最大手のリビルトターボメーカー。
トラック＆バスのほか乗用車や産業車両のターボも取り扱う
エキスパートで、これまでの
ターボ故障のデータを元に、
ユーザーやメーカーへの注意
喚起を行なっている。

お問い合わせ
☎ 03-3758-3381

トラック

メンテナンス
ターボメンテナンス

総 集 編
日頃のメンテナンスで
ターボエンジンを快調に保つ

ターボの役割と仕組み 色々あるぞトラックターボ

今回はこれまでに取り上げたターボメンテナンスの総集編。ターボの快調を維持するためには、どう
いったところに注意すればいいだろう？　そのポイントと対策を一挙にまとめた。

ターボの快調を保つには、日頃からのエンジンや車体周りの点検
が効果的だ。ではどのあたりに注意するべきだろう？

ターボメンテナンスの重点項目

トラブルシューティング

　ターボチャージャーは、
空気を大量に取り込んで、
圧縮して燃焼室に送り込む
システム。
　内燃機関は、空気が多け
れば多いほど高出力を発揮
できるが、燃焼室の広さ分
しか取り込めない自然吸気
エンジンに対して、ターボ
エンジンはそれ以上の圧縮
した空気を送り込んで、排

気量以上の高出力化を図る
ことができる。
　また近年は排気ガスをフ
レッシュエアと混ぜて燃焼
室に送り込むことによって、
燃焼温度を下げてＮＯｘ排
出量を減らすことのできる
ＥＧＲ（排ガス再循環）と
の組み合わせにより、エン
ジンを高出力化しつつ、低
ＮＯｘ化にも貢献している。

●ＶＧターボ
現在主流のＶＧターボは、可
変ノズルで排気ガスの流量を
自在にコントロールできる。
１９９０～２０００年代はシス
テムエアで可変ノズルを動かす
タイプが多かったが、現在は電
子制御式が主流だ。

●アシンメトリックターボ
ダイムラーのアシンメトリックターボは、シングルターボながら大
きさが非対称の２つの排ガス通路を持っており、低～高回転の全域
で高いトルクを発揮する。国内の装着車種は三菱ふそうスーパーグ
レート∨（ブイ）。

●2ステージターボ
いすゞが小～中型車で採用する２ステージターボは、高低圧の２つ
のターボチャージャーを組み合わせたもの。低～高の領域で高い過
給圧を確保でき、ＥＧＲ（排ガス再循環）効果も大きいという。

取材協力：ＴＴＳグループ

ＤＰＦ再生頻度が高い小～中型車に多いのがポスト噴射に
よるオイル希釈。ＤＰＦ再生のためポスト噴射された未燃
焼燃料がオイルパンに落ち、オイルに混ざって粘度低下を
引き起こし、ターボのみならずエンジン各部の摩擦部にも
負担をかけるというもので、適合するのは新長期規制時に
販売されたクルマ。オイル量が増えていくのが特徴で、レ
ベルゲージの規定量を超えたら即交換が必要だ。オイルは
メーカー指定銘柄を使おう。

クランクケースから出たブローバイガスは、オイルセパレー
ターでガスとオイルに分離され、ガスは燃焼室へ、オイル
はオイルパンへ戻される仕組みになっている。フィルター
が目詰りすると分離されないままとなり、オイルがインター
クーラーに溜まっていく。あんまりオイルが溜まると燃焼
室に流れ込み、異常着火の原因になるので気をつけたい。
フィルターの交換時期は大型車が１年または 10 万 km、中
型車は６カ月～１年または３万 kmとなっている。

トラックはエアで動くパーツが多い。ブ
レーキもエア、ギアシフトもエア、サス
ペンションもエア。このエアに含まれる水
と油分を取り除くエアドライヤが劣化する
と、さまざまなトラブルを引き起こす。エ
アで可変ノズルを動かすエアシリンダー式
ＶＧターボの場合、水と油分でエアシリン
ダー内部のピストンが固着すると、可変ノ
ズルが動かなくなり、回転数が上がりすぎ
てターボがオーバーランすることも……。
エアドライヤは１年または 10 万 kmで交
換だ。

Q.ターボから異音が聞こえる
ディーゼルエンジンのガラガラという音よりも大きい異音がターボから
聞こえる場合は、すでにターボが壊れている可能性が高い。走行は禁物だ。
いっぽうで音の発生源がわからない、白煙やトルクの低下が見られない
場合は、他の部分が壊れているのかもしれない。異音がしたら整備のプ
ロに診てもらうべきだ。

Q.ターボからオイルが漏れている
オイルセパレーターのフィルターの目詰りや、ブローバイの増加
により、ブリーザーからオイルを吸い込み、吸気部分がオイル漏
れを起こすことがある。まずフィルターを新しいものに交換して
様子を見てみたい。ブローバイの増加は高走行距離車に多く、シ
リンダーとピストンのクリアランスが広がっているなどで、オイ
ルが漏れているかもしれない。

Q.異物の吸い込み
目視でわかるものではないが、ターボのトラブルの一つに、異物
の吸い込みというのもある。ウエスやナットの置き忘れが多く、
タービンの羽根が削り取れているのが特徴。稀に破損したエンジ
ンのバルブのかけらを吸うケースもある。どちらにしても、ター
ボは交換しなくてはならない。

Q.インタークーラーにオイルが！
これもオイルセパレーター関連のトラブルで、ブローバイのオイ
ルがインタークーラーに溜まるケース。溜まったオイルが何かの
拍子に燃焼室に流れ込むと、異常着火を起こしてしまう。整備の
プロにお願いして、インタークーラーを洗ってもらおう。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
引
き
出
す
タ
ー
ボ

チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
重
要
な
パ
ー
ツ
の
一

つ
だ
。
か
つ
て
は
ひ
た
す
ら
高
出
力
を
得
る
た
め
に
用

い
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
エ
ン
ジ
ン
の
排
ガ
ス
規
制

達
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
最
近
は
、
タ
ー
ボ
ラ
グ
が

解
消
で
き
、
な
お
か
つ
低
速
ト
ル
ク
も
引
き
出
せ
る
Ｖ

Ｇ
タ
ー
ボ
が
主
流
で
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
仕

組
み
の
タ
ー
ボ
が
登
場
し
て
い
る
。

　

現
在
主
流
の
Ｖ
Ｇ
タ
ー
ボ
な
ど
は
、
基
本
的
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
、
な
お
か
つ
寿
命
も
長
い
。
と
は

い
え
経
年
劣
化
は
す
る
し
、
エ
ン
ジ
ン
や
車
両
の
管
理

状
態
が
悪
い
と
、
連
鎖
反
応
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
の
兆
候
は
誰
で
も
検
知
で
き
る
も
の

が
多
い
。
ま
た
、
整
備
自
体
は
プ
ロ
に
任
せ
る
に
し
て

も
、
点
検
だ
け
で
も
入
念
に
行
な
え
ば
、
い
ち
早
く
異

常
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
乗
務
前
に
出
先
で

の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
タ
ー
ボ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
の
は

オ
イ
ル
や
エ
ア
関
係
の
消
耗
品
な
ど
と
い
っ
た
部
分
が

多
い
よ
う
だ
。
タ
ー
ボ
自
体
に
異
常
が
な
く
て
も
、
こ

れ
ら
の
不
具
合
が
あ
る
と
、
何
度
交
換
し
て
も
ト
ラ
ブ

ル
が
再
発
す
る
か
ら
や
っ
か
い
だ
。
単
体
で
は
壊
れ
に

く
い
の
で
、
や
は
り
日
頃
の
点
検
で
故
障
の
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
こ
と
が
重
要
と
い
え
そ
う
だ
。

自分で分解整備する以前に取り外すのも困難なターボだが、
オイルやエアの管理次第では長く快調に使うことも可能だ

講座
プロに教わるトラックメンテナンスの基本と意味

■オイルセパレーターは詰まっていないか

■オイル交換時に油量をチェック

■エアドライヤの劣化具合

第４回

まとめ


